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〈青葉区の火災状況〉

く青葉区の救急状況〉:        (件 )

青葉区内の火災は32件発生し、令和3年より
8件減少しました。
主な出火原因は、こんろ7件 |たばこ5件、
放火 (疑い含む)が4件でした。

※こんろを使用する時は、火の取り扱いには注意しましょう。

青葉区内の救急件数は15,005件、横浜市内の
救急件数は244,086件と過去最多を記録しました。

※急な病気やケガで救急車を呼ぶか悩んだ時は
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防災訪間を希望される高齢者のご自宅に消防職員が伺い、
ご家庭の中に潜んでいる火災の原因となるリスクについて

説明を行うなど、住宅防火に必要な対策をアドバイスします6

蓋H村1冬1 区内の高齢者世帯
訪問時間 1 平日の10時γ16時~~「
  1軒当たり10分～15分程度

実施内容 1 火災予防のポイントをお話します
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～住宅用火災警報器の寿命は約10年～

古くなったものは交換しましょう

澄略磐難舞轟集    :
筆輔 鷲攀曇韓馨帥窯鍮
住宅用火災警報器の取付作業が困難な
高齢者や障害のある人の代わりに消防職員が
無料で取り付けます。        |
住宅用火災警報器は、量販店等でご自身で
お買い求めください。

【F。3合せ先】竃葉消防署総務

訪問する消防職員は、

制限または活動藤を着用し、

職員証を携帯します。
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